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研究成果の概要(800字以内):

研究成果:
別紙((成果報告書(研究成果一覧))に記入

その他、研究成果として特記すべき事項:

High Frequency Micro Data Analysis of Power Markets with Unbundling and Renewable Energy
アンバンドリングと再生可能エネルギー導入下の電力市場の高頻度・ミクロデータ分析

研究期間を通じて、再生可能エネルギー導入とアンバンドリングを念頭においた我が国の電力市場の各種の分析を実施した。
まず、再生可能エネルギーの普及可能性を調べるために、日米比較の視点も含めて、消費者の支払い意思額（willingness to pay）を分析した。その結果、再生可能エ
ネルギーの1％増加に対する支払い意思額は、日本と米国でそれぞれ1ヶ月あたり0.31ドルと0.71ドルであり、既存研究とも整合してかつ十分高い値が確認された。他
方、原子力発電の1％減少に対する支払い意思額は、日本では1ヶ月あたり0.72ドルとなり、1ヶ月あたり0.1ドル台の米国の結果よりも格段に高い傾向を示した。特に、
日本の消費者は、原子力から再生可能エネルギーへの代替に高い支払い意思額を示す結果となった。
次に、電力自由化を視野に入れ、原子力停止のもとでの電力市場のシミュレーション分析を行った。原発停止による供給力不足を、ガスタービン複合火力の新規導入
で補うと、全体的に電力価格は抑制される。その効果は、ピーク期（夏と冬）・ピーク時間帯（昼間）において特に大きく、ベースケースと比べた場合の価格上昇幅は、北
海道以外では1円/kWh以下になる。しかし、オフピーク期（春と秋）・オフピーク時間帯（夜間）はあまり低下しない。これは、ガスタービン複合火力の燃費が原発ほど低く
ないために、オフピークにおいては経済性がなく、したがって、運転されないためである。
さらに、日本卸電力取引所（JEPX）の30分ごとの取引データを用いて、Amihudの非流動性を分析した。その結果、JEPXは、週末の方が流動的で、逆に平日、特に月曜
日に非流動的であることが示された。

日本の電力会社はこれまで長期にわたり垂直統合された構造をもち、電力自由化後も同じ形態を維持してきた。しかし、規制当局は現在、日本の電力市場の競争活
性化等のために、発電・送電・配電・小売の垂直的アンバンドリングを実施することを計画している。一方、東日本大震災とそれに続く原発事故以来、日本全国で慢性
的で深刻な電力供給力不足が生じている。この状況下で、再生可能エネルギーによる電力供給が増加することが見込まれている。風力や太陽光等の再生可能エネル
ギーは、従来型のエネルギーと異なり、供給が不確実、断続的、変化しやすい等の特徴をもつことに注意が必要である。電力市場におけるこのような大きな変化を踏ま
え、本プロジェクトでは垂直的アンバンドリングや再生可能エネルギーの増大等のインパクトを分析するための実証的フレームワークを開発する。特に、日本卸電力取
引所のスポット取引データや政府公共調達の小売入札データに着目して、高頻度・ミクロデータ分析を試みる。
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